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【形状・構造及び原理等】 

１．形状 

 本品には、蒸留水が無菌充填されており、流量計に接続するた

めのアダプターが付属する。充填量は350mLと550mLの2種類があ

る。 

＜各部の名称＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．原理 

 蒸留水を充填した容器の底部から吸気ガスを噴出させ、蒸留水

をバブリングすることによって生じたエアロゾルを吸気ガスに含

ませ加湿する。 

 

【使用目的又は効果】 

 本品は、患者に供給する吸気ガスをエアロゾル化した水で加湿する。 
 

＊【使用方法等】 

1. ヒューミディファイアーボトルからトリガーを折り取る。(ねじり取らな

いこと。) 

2. ヒューミディファイアーボトルのアダプター接続口にアダプターを取り

つける。流量計を接続する前にアダプターが確実に接続されているこ

とを確認する。 

3.アダプターに流量計を接続する。酸素流量を4LPMに調整した後、ヒュ

ーミディファイアーボトルの酸素チューブ接続口を通じて酸素が流れて

いることを確認する。 

4.使用前に警告機能(アラーム)を確認する。4LPMの酸素流量において

酸素チューブ接続口を閉鎖し、警告音(アラーム)が鳴ることを確

認する。 

5. ヒューミディファイアーボトルの酸素チューブ接続口に酸素チュー

ブを接続する。 

6. 酸素流量を適切な流量に調節する。 

 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

・流量計を接続する際は、締めすぎないこと。[アダプターが破損

するおそれがある。] 

・流量計は、患者側接続部が酸素用DISSコネクタのおねじ側コネ

クタに適合するものを使用すること。[アダプターが接続できな

い。]  

・流量計を酸素供給ラインに接続する際は、流量設定がゼロにな

っているか、又は酸素ボンベのバルブが閉じられていることを

確認すること。[酸素が急激に流入し、ヒューミディファイアー

ボトルを破損するおそれがある。] 

・トリガーを切り離す際は、必ず手前上方に引き上げるようにす

ること。[回してねじ切ると、開口部がつぶれ、あるいは閉塞し

て酸素が供給できなくなる。] 

・酸素療法を開始する前に、必ずアダプターの開放弁及び警告音

(アラーム)の作動確認を行うこと。これらは内圧がおよそ35kPa

になったときに作動する。 

・酸素療法を開始する前に、すべての接続部が確実に接続され、

吸気ガスの漏れがないことを確認すること。 

・酸素流量は12LPMまでに抑えること。[12LPMを超える流量では

加湿能力が維持できず、また、圧力の上昇によりヒューミディ

ファイアーボトルが破損するおそれがある。] 

・多量の酸素を供給すると、水の粒子が直接患者側に流れ込むこ

とがあるので注意すること。 
 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 

・容器を加熱又は冷凍しないこと。[容器を損傷し、漏れの原因と

なる。] 

・酸素療法中にアダプターの警告音(アラーム)が発せられた場合

は、直ちに使用を停止し、原因を調査して適切な措置を講ずる

こと。 

・気管内チューブ又は気管切開チューブを使用している患者に使

用する場合、加湿不足になるおそれがあるので注意すること。 

・ミニネブライザーを接続した場合、バックプレッシャーにより、

アラームが鳴ることがある。ネブライザーを併用する場合は、

セレクト酸素流量計を使用すること。 

・ベンチュリーマスクを接続した場合、バックプレッシャーによ

り、十分な酸素供給が行えないことがある(ヒューミディファイ

アーボトルが加圧され、アダプターの開放弁が作動することに

より、患者への酸素流量が変化する）。警告音(アラーム)が鳴っ

たり、流量が変化した場合は、ベンチュリーマスクとの併用を

避けること。 
 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管の条件＞ 

・水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避け室温で保存する

こと。 

＜有効期間＞ 

・ボトル側面に刻印された使用期限を参照[自己認証による]。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

■製造販売業者 

株式会社インターメドジャパン 

大阪市中央区道修町1-6-7 TEL:06-6222-1951 

 

■外国製造業者 

アムシーノ ヘルスケア社 

(Amsino Healthcare (Shanghai) Co., Ltd.) 

中華人民共和国 

 

【警告】 

・患者の移動のためストレッチャーや車椅子等を使用する場合 

は、ヒューミディファイアーボトルが地面に対して垂直となる

ように、酸素ボンベ用流量計をセットすること。［アダプター

が衝撃により破損するおそれがある。］ 

・流量計を接続した後は、アダプターに過剰な負担がかかるよう 

な操作を避けること。[アダプターが破損するおそれがある。] 

【禁忌・禁止】 

・再使用禁止 

・本品は非経口的手段や注射によって投与しないこと。また、注

射用薬液の調製に使用しないこと。[目的外使用であり、患者

に危害が及ぶおそれがある。] 

・精製水等の再注入禁止[設計外の使用であり、無菌性が保証さ

れない。] 
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